
教
行
信
誰
の
成
立
問
題

石

田

充

之

一
 
問
題

の
取
上
げ
方

教
行
信
謹

の
成
立
問
題

は

近
時
東
京
大
學
結
城
教
授

の
本
誌
初
號

へ

の

「
信
巻
」
別
撰
読
提
唱
を
契
機
と
し

て
大
江

・
花
山
諸
教
授

(
本

誌

一
ノ

ニ

號
等
)
等

の
反

駁
が
あ
り
、
頓

み
に
そ

の
究
明

の
度
を
深
め
ら
れ
て

い
つ
た

襯
が
あ
る
が
、

い
ず

れ
に
せ
よ
、

そ
れ
が
最
初
に

「
教
行
信
誰
」

の
製
作
年

時
間
題

(
元
仁
元
年

説
か
麟
洛
後
製

作
読
か
等
)

と
後
世

の
眞
宗
宗
學
者

の

内
容
理
解

の
問
題

(
能
行
派
所
行
派

に
分

れ
る
こ
と
等
)

に
拘

つ
て
提
示

さ

れ
て
き
た
よ
う

に
、

こ
の
課
題
が
、

現
存

「
教
行
信
謹
」

の
最
も
基
本
的

な

素
材

と
思
惟

さ
れ

る
坂
東
本

「
教
行
信
謹
」
等
に
よ
る
、

二
面
書

誌
學
・的

な

追
求

と
、
他
面
そ

の
思
想
内
容
構
成

の
探
求
と
に
拘

る
爾
面

よ
り
そ
の
究
明

を
深

め
ら
れ
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
問
題
な
る
こ
と
は
云
う
ま

で
竜
な

い
こ
と

で
あ
ろ
う
。

そ
の
意
味

で
、
最

近

の
龍

谷
大
學
・小
川
教
授

の
本

誌

(
二
巻

二

號
)

へ
の
書

誌
學
的
な
研
究
糞
表
は
可

な
り
實
謹
的
に
、

こ
の
課
題

理
解

の

変

合
を
よ
り
深

め
ら
れ
て

い
つ
た
竜

の
と
、
本
論
究

へ
の
寄
典
六多

き
を
思

わ

す
竜

の
で
あ
る
が
、

今
は
稽

々
硯
野
を
展
開
し
て
、

法
然
親
鷺

の
關
係
、

法

然
門
下
全
禮
と

の
關
係
、

親
鷺

の
著
書

全
禮

に

つ
い
て
の
考
察
と

い
つ
た
全

髄
的
な
視
野
よ
り
今

一
度

こ
の
間
題

を
廣

い
範
園

に
於

て
追
求
し

て
み
よ
う

と
思
う

の
で
あ
る
。
勿
論
、

そ

の
よ
う
な
企
圖

は

「
教
行
信
謹
」

の
思
想
内

容
面

の
理
解

に
當

つ
て
竜
、
1

そ
れ
が
、

そ

の
後
箆
如
、
蓮

如
と
傳
承

さ

れ
た
理
解

を
受

け
て
、
徳

川
時
代
に
至
り
、
能

行
派
的
見
解
、

所
行
派
的
見

解
等
と
そ

の
所
見

を
異

に
し

て
き

て
お
る
こ
と
、

然
竜
、

そ
れ
等

の
見
解
は

可
な

り
非
歴

史
的
で
あ
る

こ
と
等

を
竜
批
剣
的
に
顧
慮

し
、
ー

「
教
行
信

謹
」
を
今

一
度
、

よ
り
歴
史
的
な
、

よ
り
客
観

的
な
揚
所

に
位
置
せ
し
め

て

考
察
し

て
み
よ
う
と
意
圖
す
る
試

み
に
外
な
ら
な

い
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
、

「
教
行
信
謹
」

の
内
容
を
竜
、

能
行
派
的
に
み
る
べ

き
か
所
行
派
的
に
理
解

す

べ
き
か
と
云
っ
た
如
き
こ
と
以
前

の
よ
り
原
始

的
な
、

然
竜
そ

の
よ
う
な

意
味
よ
り
す

る
、
よ

り
客
観

的
で
あ
る
と
思
惟

さ
れ
る
場

に
位
置

せ
し
め
て

理
解

し
、
以

て
、
書

誌
學

的
な
客
襯

的
な
探
索
と
相
侯

っ
て
そ

の
成
立

問
題

を
考
え

て
み
ょ
う
と
意
圖
す

る
の
で
あ

る
。
然
し
、

以
下

の
敏
述
は
極

め
て

試
論

的
な
竜

の
で
あ
り
、
然
竜
思
想
内
容
展
開

の

一
面
を
圭
と
す

る
竜

の
な

る
こ
と
を
断

っ
て
お
き
度

い
。

教
行
信
謹
の
成
立
問
題

(石
 
餌
)
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裂
行
信
誇
の
成
立
問
題

(石
 
田
)

二
 

書

誌
學

的
解

明

へ
の
顧
慮

我
々
が
現
在
見
得
る

「教
行
信
謹
」
否
少
く
と
も
そ
の
草
稿
本
と
も

構
せ
ら
れ
る
坂
東
本

「
)堕教
行
信
謹
」
の
構
成
は
如
何
な
る
過
程
を
以
て

形
成
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
課
題

に
つ
い
て
は
、
幸

い

に
、
現
、在
坂
東
本
は
、
何
同
に
も
亘
つ
て
宣
側さ
れ
た
も
の
か
と
思
わ
れ

る
諸
経
論
繹
文
の
類
聚

(集
)
の
跡
を
示
し
、
然
も
何
同
も
の
補
筆
漂

書

の
跡
が
あ
つ
た
こ
と
を
推
測
せ
し
め
、
本
文
中
に
も

一
枚
ば
か
り
で

は
あ
る
が

(行
巻
他
力
繹
下
)
別
筆
の
混
在
を
注
意
ぜ
し
む

る

の
で
あ

つ
て
、
然
も
な
お
、
現
存
坂
東
本
に
比
較
的
近
い
内
容
の
爲
本
と
も
見

徹
さ
れ
る
西
本
願
寺
文
永
古
爲
本
や
、
そ
の
他
、
そ
れ
(現
型
の
坂
本
.

西
本
)
以
前
の
形
態
を
多
少
と
も
傳
え
る
か
と
推
測
さ
れ
る
寛
元
五
年

(
1
)

(
1
2
7
4
7
)
奪
蓮

書
爲

の
奥
書
を
も

つ
存
畳
延
書
本
、
文
明
古
爲
本
、
大

谷
大
學
藏
室
町
中
期
古
爲

本

の
存
す

る
あ
り
、
叉
高
田
專
修
寺
古
爲

本
、
常
樂
墓
存
畳
筆
爲
本
の
現
存
す
る
あ
つ
て
、
こ
の
成
立
過
程
の
問

二題
に
つ
い
て
の
書
誌
學
・的
な
研
究
の
参
加
を
期
待
さ
れ
る
分
野
は
か
な

り
廣

い
の
で
あ
る
。
か
よ
う
な
意
味
で
、
現
存
坂
東
草
稿
本
を
通
じ
て

の
執
筆
形
式
、
文
字
、
紙
質
、
調
巻
等
に
つ
い
て
の
忠
實
な
最
近
の
書

誌
學
的
な
研
究
の
指
示
は
可
な
り
そ
の
成
立
過
程
の
解
明
に
示
唆
す
る

黙
が
多
い
。
從
つ
て
、
今
は
以
下
の
叙
述
に
も
こ
れ
等

の
成
果
を
参
考

に
し
た
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

然
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
書
誌
學
・的
な
研
究

の
、
成
立
問
題

へ
の

寄
與
は
、
現
存
坂
東
本
、
そ
の
他
上
述
の
諸
本

に
貝
騰
的
に
淺
さ
れ
て

あ
る
限
り
の
素
材
を
通
じ
て
の
科
學
的
實
謹
的
な
究
明
の
寄
與
で
あ
つ

て
、
現
存
素
材
形
成
以
前
に
拘
つ
て
の
成
立
問
題
考
察

へ
の
寄
與
の
度

合
は
可
な
り
弱
め
ら
れ
て
く
る
。
叉
そ
れ
は
内
面
的
な
思
想
構
成
面
の

展
開
傾
向
、

そ
の
形
成
の
環
境

一
般

に
つ
い
て
の
考
慮
等
を
も
十
分
顧

み
な
く
て
は
書
誌
學
的
な
實
謎
の
十
分
に
し
て
且
つ
正
し
い
成
果
を
期

待
し
難

い
と
思
う
。

そ
の
よ
う
な
意
味
よ
り
し
て
、
今

の
場
合
は

特

に
そ

の
成
立
問
題

を
、
上
述
の
よ
う
に
、
法
然
親
鷺
の
關
係
、
法
然
門
下

一
般

の
環
境
、

親
驚
の
著
作

へ
の
杢
髄
的
な
傭
鰍
等
の
場
よ
り
廣

範
團
に
取
扱
い
、
然

も
特
に
思
想
農
開
の
傾
向
に
特
に
注
目
す
る
こ
と
に
於
て
考
え
て
み
た

い
の
で
あ
る
。

1
 
山
口
縣
の
拙
寺
明
嚴
寺
藏
の
古
爲
本
で
正
信
偶
丈
に

「
見
敬
得
大
慶
喜

人
」
と
あ
り
、
「行
巻
」
や

「化
巻
」
最
後

の
尾
題
に

「
顯
浮
土
眞
實
教

行
讃
丈
類
」
と
あ
る
如
き
坂
東
本
訂
正
以
前
の
形
態
を
示
す
。

三
 

課
題
究

明

の
出

登
根
擦

右

の
よ
う
な
考
方
よ
り
し
て
-
そ

こ
に
は
勿
論
本
誌
二
巻
二
號
の

小
川
教
授
の
坂
東
本
に
つ
い
て
の
書
誌
學
的
な
交
渉

の
成
果
の
如
き
も

考
慮
の
中
に
入
つ
て
く
る
の
で
は
あ
る
が
-
1
、

先
ず
第

一
に
本
間
題

究
明
へ
の
最
初
の
出
襲
嫉
黙
を
得
る
意
味
に
於

て
、
現
行
の
成
立
せ
し

め
ら
れ
て
い
る
坂
東
本
の
叙
述
形
式
思
想
構
成

の
内
容
が
基
本
的
に
は
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(
1
)

如
何
様

に
構
成
さ
れ
て
い
る
か
を
ー

そ
れ
は
か
の
結
城
致
授
等
の
圭

張

(
本
誌

二
巻

二
號
、

二
巻

二
號
滲
照
)

の

如

く

「
信

巻

」

別
撰

と

考

え

る
べ
き
か
ど
う
か
等
の
問
題
を
考
慮
し
つ
払
-
注

意
し
て
み
る
と
、

「行
」
「信
」
爾
巻
の
内
容
が
、
「
化
巻
」

の
観
経
十
九
願
の
行
信
、

小

経
二
十
願

の
行
信
に
鷹
封
せ
し
め
ら
れ
る
大
経
十
八
願
の
行
信
と
し
て

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
こ
と
ど
し
て
、
特
に
そ
こ
に

於
て
、
「信

巻
」
の
三

一
問
答
糧
と
「
化
巻
」
の
大

・
観

・
小
三
経
三
心

一
心

一
異
問
答
繹
と
が
恒
に
密
接
不
離

の
關
係
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と

に
注
目
ぜ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
從
つ
て
そ
れ
等

「信
」
に
つ
い
て

の
思
想
内
容
の
構
成
は
、
叙
述
の
形
式
は
暫
く
差
置
い
て
も
、
そ
の
内

容

の
成
立
は
大
膿
恒
に
相
前
後
し
て
形
成
さ
れ
、
鯨
り
時
を
隔
て
な
い

否
寧
ろ
同
時
的
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
穏
當
で
あ
ろ
う
か
と
も
理
解
ぜ

し
め
ら
れ
る
こ
と
を
先
ず
注
意
し
た
い
の
で
あ
る
。

乃
ち
、

そ
の
叙
述
の
形
式
よ
り
見
た
場
合
、
 
一
面
、

か
の
結
城
教
授

の
圭
張
の
如
く

(本
誌
二
巻
一
號
)
、
「
行
巻
」
に
も
、
そ
の
最
初
に

「有

大
行
有
大
信
」
と
明
す
如
き
を
始
め
と
し
て
、
六
字
繹
下
、
列
租
引
繹

の
結
文
、

爾
重
因
縁
繹
下
、
行

二
念
繹
下
、

一
乗
海
繹
下
の
二
)堕教
封

・

二
機
封

・
偶
前

・
正
信
念
佛
偶
と
、
全
篇
行
を
明
す
と
.共
に
信
に
も
言

及
す
る
こ
と
を
否
定
し
得
な
い
の
で
あ
つ
て
、
然
も
、
そ
こ
に
明
か
さ

れ
る
選
揮
本
願
印
ち
第
十
八
願
の
行
信
は

「
化
巻
」

に
明
さ
れ
る
第
十

九
願
の
行
信
、
第
二
十
願
め
行
信

に
、
「信
巻
」
を
除
外

し
て
、
直
接

慮
封
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
と
云
う
邊
の
意
味
を

二
慮
顧
慮
せ
し
め
ら
れ

ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し

て
も
、
他
面
、
「信
巻
」
に

特
に
第
十
八
願
文
を
中
心
に
そ
の
願
名
を
詳
に
墨

げ
、
善
導
の
観
経
疏

三
心
繹
文
等
を
詳
引
し
、
字
訓
繹
、
法
義
繹
等
を
以
つ
て
三
心

二
心
問

答
を
展
開
し
、
機
無

・
圓
成

・
廻
施

の
三
心
郎

二
心

・
信
樂

・
信
心
義

を
明
に
さ
れ
る
邊
の
所
見
は
、
「
行
巻
」
に
明
さ

れ
る
信
内
容
を
貝
膿

的
に
解
明
す
る
と
共
に
、
「
化
巻
」
に
第
十
九

・
二
十
願
文
を
中
心
に

そ
の
願
名
を
詳
に
し
、
善
導

の
観
経
疏
三
心
繹
文
等

に
注
目
し
つ
玉
観

小
二
経
の
三
心

一
心
と
大
経
第
十
八
願
の
三
心
と

の

一
異
問
答
を
中
心

に
要

(十
九
願
観
経
顯
論
)
・
眞

(
二
十
願
小
経
顯
読
)
二
門
の
行
信
義

を
詳
論
さ
れ
る
こ
と
と
、
如
何
に
密
接
な
關
係
に
お
か
れ
て
い
る
か
に

注
目
せ
し
め
ら
れ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
「
化
巻
ト

の
問
答
下
に
、

異
な
る
が
自
利
各
別
の
三
心
、
定
散

の
一雑
心
な
る

こ
と
を
明
し
つ
玉
、

ノ

同
な
る
邊
に
つ
き

「利
地
通
入
の

一
心
」
、「金
剛
眞
心
」
、「繹
迦
善
逝
、

シ

フ

ノ

ヲ

ノ

ヲ

ル

ト

ナ
リ

ヲ

テ
 

ニ
ハ

宣
二論
 
至
心
信
樂
之
願
心
一報
土
眞
因
信
樂
爲
レ
正
故
也
、
是
以
大
経

ヘ
リ

ト

ノ

キ
ト

ル
コ
ト

ニ

フ

ト
 

ハ

チ

レ

言
二信
樂
ハ
如
來
誓
願
疑
蓋
無
レ雑

故
言
レ信
也
」
、
「眞
心
帥
是
大
信

ナ
リ

ハ

ナ
リ

ヲ

テ
ノ

ニ

ハ

タ

テ

シ

リ

心
、
大
信
心
希
有
最
勝
眞
妙
清
澤
、
何
以

故
、
大
信
心
海
甚
以
難
レ
入

リ

ス
ル
カ
 

ニ

從
二
佛
力
一爽
起

故
」
等
と
示
さ
れ
る
如
き
所
見

は

「信
巻
」
の
一
二

問
答
繹
等

の
所
見
を
豫
想
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
從
つ
て
、
現

存
坂
東
本
〃等
の
成
立
形
礁
脳に
つ
く
限
り
、
一叙
爪運
形
式
よ
り
も

「
信
巻
」

を
全
く
除
外
し
て
の

「
行
巻
」
の
み
の

「
化
巻
」

へ
の
直
接
的
鷹
封
論

に
は
霜
罵

無
理
が
あ
る
の
で
な
か
ろ
う
か
。
若

し
現
形

「行
巻
」
の
み

に
慮
封
す
る

「化
巻
」
を
豫
想
し
得
る
と
す
れ
ば
、
今
少
し

「化
巻
」

教
行
信
誰

の
成
立
問
題

(
石
 
田
)
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教
行
信
謹
の
成
立
問
題

(石
 
田
)

は
簡
素
で
原
始
的
で
あ
る
べ
き
で
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
叉

「信

ノ

巻
」
の

「
若
行
若
信
」
等
も
、
「謹
巻
」
の
所
見
が

「眞
宗
教
行
信
謹
」

を
承
け
て
の

「若
因
若
果
」
で
あ
る
場
合
、
矢
張
智
遙

の
理
解
の
如
く

「行
」
「信
」
爾
巻
に
亘
つ
て
の

「若
行
若
信
」
と
見

る
が
穏
當

で
な

(
2
)

か
ろ
う
か
。
そ
の
詳
細
な
る
立
謎
は
今
貝
述
す
る
に
蓬
が
な
い
が
、
い

ず
れ
に
せ

よ
、
か
よ
う
に
し
て
、
そ
の

「信
巻
」

の
三

一
間
答
の
内
容

は

「行
巻
」
に
明
か
さ
れ
る
所
と
密
接

に
結
ば

れ
爾
者
相
待

つ
て
、

「化
巻
」
所
明
の
十
九
二
十
願
、
観
小
二
経

の
行
信

の
内
容
と
慮
封
せ

し
め
ら
れ
、
そ
こ
に
自
ら
信

の
眞
假
批
到

八
信
、
化
爾
巻
に
亘
る
三
経
の

三
心
一
心

一
異
問
答
)
を
所
論
の
極
黙
と
し
て
、
「行
巻
」
に
明
か

さ
れ

る
眞
實
行

の
意
義
を
解
明
さ
れ
よ
う
と
す
る
意
圖
が
窺
わ
れ
る
こ
と
を

注
意
し
た

い
の
で
あ
る
。
そ
の
邊
、

小
川
教
授
の
如
き
書
誌
學
的
な
反

論

(本
誌
二
巻
二
號
)
を
暫
く
差
置
く
も
、
結
城
教
授
の

「行
巻
」
に
も

信
の
解
明
が
あ
つ
て
」
現
行
の

「教
行
信
謹
」
の

「
行
巻
」
の
内
容

の

み

に
て

「
化
巻
」

の
行
信

へ
の
鷹
野
は
大
磯
可
能
で
、
現
行
の

「教
行

信
謎
」
の

「信
巻
」
杢
磯
は
別
撰
で
あ
る
と
さ
れ

る
読

(本
誌
一
巻
一

號
、
二
巻

二
號
滲
照
)
に
は
俄
に
同
意
し
が
た
い
と
思
う
。
然
も
、
現
存

坂
東
本
の
叙
述
形
式
に
つ
い
て
の
書
誌
學
的
な
究
明
に
顧
み
る
場
合
、

釜
々
そ
の
邊
の
確
信
を
深
め
さ
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
然
し

な
が
ら
、

今
の
揚
合
は
勿
論
、
下
に
記
す
る
よ
う
に
、
坂
東
本
の

「信

巻
」

の
現
形
の
全
部
が
そ
の
執
筆
の
最
初
期
よ
り
あ
ら
し
め
ら
れ
た
と

は
考
え
な

い
も
の
で
、
そ
の
三

一
問
答
部
を
中
心
と
す
る
如
き
素
朴
な

原
始
形
が
少
く
と
も
最
初
期
に
は

「化
巻
」

の
問

答
部
の
素
朴
な
原
始

形
に
帥
鷹
し
て
存
在
ぜ
し
め
ら
れ
、
そ
れ
が
漸
次
撲
充
さ
れ
て
所
謂
現

形
の

「信
巻
」
な
,
 
る
も
の
を
形
成
し
て
い
つ
た
か
と
推
測
す
る
意
味
に

於
て
、

一
慮

「信
巻
」
全
騰
別
撰
論
に
同
意
し
が
た
い
の
で
あ
る
。
從

つ
て
、
結
城
教
授
の

「信
巻
」
別
撰
論
の
考
方
に
は
、
教
行
信
護
の
成

立
過
程
を
廣
範
團
に
課
題
と
す
る
今
の
揚
合
1

そ
れ
は
教
授
の
そ
れ

と
は
可
な
り
異
つ
た
信
巻
別
撰
の
考
方
と
な
る
か
と
思
う
が
、

二

慮
頷
か
さ
れ
る
黙
が
な
い
で
は
な
い
こ
と
を
断
つ
て
お
き
た
い
。
結
城

教
授

の
そ
れ
と
は
異
つ
た
意
味

に
於
て
、
信
巻
別
撰
の
如
く
に
も
見
徹

さ
れ
る

一
面
を
示
す
に
至
つ
て
お
る
原
因
が
あ
る
こ
と
を
考
え
た
い
も

の
な
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
上
の
様
な
現
行
坂
東
本

の
内
容

の
如
き
に
つ
い
て

の
理
解
は
、
更
に
廣
範
園
に
依

そ
の
他

の
親
鷺

の
著
な
る

「漂
土
文

類
聚
紗
」
「
愚
禿
紗
」
等
の
内
容
に
も
注
意

の
眼
を
蓮
ば
し
め
る
の
で

あ
る
。
勿
論
親
轡

の
そ
の
外

の
小
著
法
語
に
も
注
意
を
及
ば
し
め
る
の

で
あ
る
が
、
特
に
比
較
的
に
組
織
的
に

「教
行
信
謹
」
に
關
係
深
く
て

然
も
近
い
内
容
を
以
て
、
そ
の
見
解
を
貝
髄
的
に
示
す
上
述
の
爾
著
は

今
の
場
合
注
目
せ
し
め
ち
れ
ゐ
の
で
あ

つ
て
、
「浮
土
文
類
聚
紗
」

の

後
孚
部
の
大
経
観
経
小
経
三
心

二
心

二
異
問
答
、
「愚
禿
紗
」
下
巻
の
善

道
観
経
疏
三
心
繹
の
理
解
川は
、
爾
薯
一夫
,
 
々
の
前
孚
部
、
上
巻
の
見
解
に

相
慮
じ
て
、
現
行
坂
東
本

「教
行
信
謎
」
の
上
述

の
如
き

「信
」
「化
」

爾
巻
に
亘
る
大

観

小
三
経

の
三
心

一
心

一
異

問
答
と
の
關
蓮
深
き
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を
了
解
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
帥
ち
、
「浮
土
文
類
聚
紗
」
が
そ

の
前
孚
部

に
於
て
教
行
謎
中
心
に
教
行
信
謎
の
四
法
を
明
し
、
次

に
念

佛
正
信
偶
を
お
き
、
後
孚
部
に
大

・
観

・
小
三
経
の
三
心

一
心

一
異
問

答
を
展
開

し
て
極
め
て

「
教
行
信
謎
」
に
近
い
内
容
を
以
て
形
成
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
爾
著
の
内
容

の
關
係
深
い
こ
と
を
推
測
せ
し
む
る
こ
と

は
今
特
に
喋
女
す
る
ま
で
も
な
い
こ
と
と

し
て
、
「
愚
禿
紗
」

の
如
き

に
つ
い
て
み
る
も
、
そ
の
上
巻
に
、
二
墜
四
重
到
、

三
経
に
よ
る
選
揮

本
願
諸
撰
揮
観
、
、三
往
生
観
、
佛
土
観
、
本
願

一
乗
機
教
、

二
教
封
二

機
封
観
、

を
表
示
し
、
玄
義
分
無
上
心
文

・
漂
土
論

一
心
文
。
大
経
付

屡
文

・
元
照
小
経
疏
文
を
引
謎
す
る
如
き
所
見
、
そ

こ
に
は
教

(
二
髪

剣
。
三
(経
)
・
行

(
選
揮
本
願

乗
機
教
・
二
教
封
11
行
、
二
機
封
11
信
、
小
輕

疏
丈
11
行
)
・
謹

(
三
往
生
観
・
佛
土
観
)
中
心
の
信

(
一
乗
機
眞
實
信
心
、

二
機
封
、
引
用
纏
論
繹
丈
)
を
含
む
四
法
開
顯
の
意
が
窺

わ
れ
、
そ
れ
は

下
巻
の
善
導
観
経
疏
三
心
繹
に
よ
る
、
大

・
観
二
経
、
要
弘
相
封
義
中

心
の
聖
道

・
眞
門
等

に
も
言
及
す

る
信

(行
に
竜
及
ぶ
)
の
眞
假
批
到

観
と
相
待
つ
て
、
骸
系
的

に
は
如
何

に

「漂
土
文
類
聚
紗
」
や
更

に

「教
行
信
誰
」
の
所
見
と
傾
向
的
に
關
係
深
い
か
を
意
味
深
く
理
解
せ

し
め
ら
れ
得
6

の
で
あ
る
。
然
も
特
に

「愚
禿
紗
」
下
巻
の

「観
経
三

心
繹
部
分
、
「
文
類
聚
紗
」
後
牛
部
の
大

・
観

か
小
三
経

の
三
心

一
心

一

異
問
答
部
分
の
見
解
が
注
意
さ
れ
る
揚
合
、
そ
れ
等
が

「
教
行
信
讃
」

の

「信
」
「
化
」
爾
巻
相
待
つ
て
の
信
中
心
の
所
見

と
如
何

に
緊
密
な

同

一
傾
向
線
上
に
位
置
ぜ
し
め
ら
れ
て
い
る
か
に
注
目
せ
し
め
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
同

一
人
の
著
作
な
る
故
、
當
然
の
こ
と
で
は
あ
ろ

う
が
、
そ
の
邊
、

釜
々
上
述

の
如

き

「行
」
「信
」
爾
巻
相
待
つ
て

の

「化
巻
」
の
行
信
に
慮
待
す
る
三
経
の
三
心

一
心
問
答
中
心
の
論
誰
の

仕
方
が
如
何
に
親
鷺

の
常
に

一
貫
し
た
論
謎
の
態

度
で
あ
つ
た
か
に
、

想
察
の
注
意
を
む
け
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

か
よ
う
に
し
て
か
、
今
、

そ
れ
等
爾
著
の
構
成
内
容
が
、
現
行
坂
東

本
の

「
教
行
信
護
」
の
構
成
内
容
と
全
騰
的
に
極
め
て
關
蓮
性
深
き
こ

と
を
推
測
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
観
黙
よ
り
し
て

そ
れ
等
三
著

の
思
想
内
容
叙
述
形
式
が
比
較
槍
討

さ
れ
る
場
合
、

こ
れ

等
諸
著
の
既
成

の
構
造
内
容

の
相
互
比
較
検
討

よ
り
し
て
、
所
謂
現
行

の

「
教
行
信
謹
」
の
成
立
過
程
を
逆
に
推
測
せ
し
め
ら
れ
る
端
緒
擦
黙

を
與
え
ら
れ
る
か
と
も
考
え
さ
さ
れ
る
こ
と
を
注
意
し
て
お
き
た
い
の

で
あ
る
。
勿
論
そ
こ
に
は
、
こ
れ
等
諸
著
に
つ
い
て
の
書
誌
學
的
な
究

明
の
可
能
な
限
り
の
参
與
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
り
、
叉
完

成
さ
れ
た
内
容
と
完
成
さ
れ
よ
う
と
す
る
形
成
過
程
の
内
容
と
の
考
察

に
混
同
が
起
ら
ぬ
よ
う
に
嚴
密
な
注
意
を
要
す

る
の
で
あ
る
が
。

こ
れ

等
諸
薯
の
示
す
思
相
心
内
容
。
叙
述
形
式
の
太
「課
二題
究
明

へ
の
示
唆
は
少

な
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
と
思
惟
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

1
 
岩
田
氏
論
丈

(高
田
學
報
三
四
號
)
滲
照
。

2
 
拙
著

「
日
本
浮
土
教
の
研
究
」
結
篇
第

一
章
第
四
節
第
二
項
、
同
第
五

節
第
一
項
等
参
照
。

鍬
行
信
謹

の
成

立
問
題

(
石
 

田
)
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教
行
信
謹
の
成
立
間
頴
門
(
石

田
)

四
 

成
立
方
向

の
考
察

以
上
の
よ
う
な
諸
著
の
構
成
内
容

色
論
謹
の
仕
方
を
考
慮
し
つ
玉
、

そ
の
最
後
的
な
完
成
作
品
-

比
較
的
だ
が
ー

た
る
を
思
わ
す
現
行

坂
東
本

「教
行
信
謹
」
の
後
序
の
所
見
等
に
顧
み
る
場
合
、
上
述
諸
著

に
滋
る
三
経
の
三
心

一
心

一
異
問
答
中
心
の
論
謎
郎
ち

「
信
」
中
心
の

論
謎
傾
向
全
髄
が
、
師
法
然
の
圭
張
の
蹄
結
で
あ
る

「
選
揮
集
」
の
第

十
八
腰
念
佛

一
行
往
生
義
1

「
行
」
-

を
明
に
し
よ
う
と
す
る
意

圖
に
終
始
し
て
い
る
こ
と
を
偲
ば
し
め
る
の
で
あ
る
。
郎
ち
法
然
圭
張

の

「)り教

(
三
維

一
致
所
明
の
)
行
 
(十
八
願
念
佛

一
看
)
謹

(往
生
浮
土
)」

の
意
義
を
、
そ
の

「
行
」
-

善
導
の
観
経
疏
三
心
羅
の

心
專
念
彌

(
1
)

陀
名
號
等
を
承
け
る
も
の
だ
が
ー

に
貝
す

る

「
信
」
内
容

(選
揮
集

二
行
章
。
三
心
章
滲
照
)

の
關
明
に
ょ
つ
て
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
ガ

親
鷺

の
一
貫
し
た
態
度
な
る
こ
と
を
推
察
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

法
然

の
教
行
謎
三
法
義
部
ち
念
佛

一
行
往
生
義

を
念
佛

に
具
す

る
信

(三
心
一
心
)
内
容

の
追
究
に
よ
つ
て
解
明
し
依

つ
て
以

つ
て
、
教
行

信
謹
四
法
義
に
鮮
結
せ
し
め
ら
れ
る
と
云
う
の
が
、
法
然
よ
り
親
鷺

へ

の
圭
流
的
展
開
傾
向
で
あ
り
、
選
揮
集
よ
り
教
行
信
詮

へ
の
中
心
的
成

立
過
程
の
道
な
る
こ
と
を
推
測
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
は
勿
論
現
在
出
來
上
つ
て
い
る
上
述

の
如
き
親
鷺
の
諸
著

の
完

成
面
の
内
容
及
び
最
近
の
そ
れ
等

に
封
す
る
書
誌
學
的
な
研
究

の
成
果

の

一
端
を
も
考
慮
し
て
、
法
然

よ
り
親
轡
卿
へ
、
「選
揮
集
」
よ
り

「
教

行
信
謹
」

へ
の
展
開
内
容
を
逆
推
し
た
結
論
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る

(
2
)

が
、
更

に
か
よ
う
な
展
開
傾
向
の
方
向
は
、
當

時
の
法
然
門
下

二
般

の

諸
傾
向
、
特
に
親
鷺

の
兄
事
し
た
隆
寛
聖
畳
等

の
諸
著
に
示
さ
れ
る
善

導

の

「観
経
疏
」
等

に
よ
る

「
信
」
中
心
追
究

の
示
唆
す
る
所
等
に
顧

み
る
な
ら
ば
、
釜
女
そ
の
裏
付
け
を
得
る
こ
と
と
思
う
〇

親
鶯
が

「教
行
信
誰
」
を
書
き
始
め
た
頃
か
と
い
わ
れ
る
元
仁
元
年

(
12
24)
よ
り
三
年
後
の
年
が
、

丁
度
法
然

(1
2
1
2)
滅
後
十
五
年
目

な
る
嘉
緑
三
年

(
1
2
22
)
で
あ

つ
て
、
念
佛
者

の
領
袖
と

し
て

の
隆

寛
。
幸
西
等
が
流
罪
追
放

に
な

り
、
「
選
揮
集
」
の
初
版
の
焼
却

・
法

然
墓
所
の
破
棄
、
杢
國
的
な
念
佛
の
禁
止
と
い
つ
た
こ
と
が
行
わ
れ
た

所
謂
嘉
緑

の
大
法
難
の
年
で
あ
る
が
、

こ
の
頃
前
後
以
前
が
法
然
直
弟

の
著
作
活
動
の
最
も
め
ざ
ま
し
い
時
代
で
、
法
然
滅
直
後
著
さ
れ
た
高

辮
の

「
擢
邪
輪
」
の
獲
菩
提
心
論
を
中
心
に
す

る

「
選
揮
集
」

へ
の
佛

教
原
理
論
的
反
論

へ
の
反
撃
の
出尽
味
も
あ
つ
て
か
、
健
保
六
年

(
12
1
8)
.

の
著
な
る
幸
西

の

「玄
義
分
抄
」
の

一
心
念
佛

の
主
唱

の
如
き
を

始

め
と
し
て
、
承
久
三
年

(目22H)
よ
り
嘉
緑
二
年

(隔22ひ)
頃
に
亘
つ
て

の
著
作
な
る
浮
土
宗
西
山
派
租
謹
室

の

「観
経
疏
観
門
義
」
等

に
示
さ

れ
る
観
門
開
會
三
心
領
解
念
佛

の
圭
張
の
如
き
に
至
る
ま
で
、

い
ず
れ

も
善
導
の

「観
経
疏
」
に
直
参
し
て
念
佛

の
念
印
ち
信
念
三
心
の
内
容

の
追
究
に
於
て
構
名
念
佛
行
の
實
践
的
意
義
を
明
に
し
、
よ
つ
て
以
て

法
然
念
佛
義
の
徹
底
的
な
解
明
を
意
圖
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
然
も
特

に
、
親
鷺
が

「
よ
き
ひ
と
く

」
と
し
て
奪
敬
し
た
聖
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畳

の
承
久

三
年

(
122
1)
の
著

な
る

「唯
信
紗
」
が

「選
揮
集
」
を
承

け
て
善
導

の

「観
経
疏
」
三
心
繹
に
よ
つ
て
三
心
義
を
明
に
す
る
こ
と

に
よ
つ
て
念
佛
義
を
解
明
し
、
な
お
十
七
願

・
十
八
願

の
關
係
に
注
目

す
る
如
き
、
隆
寛
の
健
保
四
年

(這
窓
)
の
著

な
る

「貝
三
心
義
」
承

久
二
年

(
1220)
の
著

な
る

「極
樂
澤
土
宗
義
」
等
が
相
待

つ
て
、
曇

鷺

の

「往
生
論
註
」
等

の
他
力
義
に
よ
り
つ

も
、
善
導

の
疏
に
直
参

し
て
、
三
心
の
貝
不
に
よ

つ
て
報
土
往
生

・
邊
地
往
生

を
分
ち
、
十

八

・
十
九

・
二
十

・
三
願
の
三
心
貝
念
佛
報
土
往
生
者

の
あ
る
こ
と
を

読
く
如
き
、

そ
こ
に
如
何
に
善
導
の
疏
に
直
接
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
信

中
心
の
追
究

に
ょ
つ
て
法
然
の
念
佛
義
を
解
明
し
て
ゆ
、こ
う
と
す
る
傾

向
に
、
當
時

あ
つ
た
か
に
注
意
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

か
よ
う
な

「信
」
追
究
が
第
十
八
願
念
佛

一
行
往
生
の
意
義
を
明
に

し
、
念
佛

・
諸
行
實
践
の
内
容
を
解
明
し
、
更
に
第
十
八
願
に
關
係
す

る
第
十
九
。

二
十
願
等
の
關
係
意
義
を
も
明
確

に
し
、
依

つ
て
以
て
、

法
然
に
よ

つ
て
正
依
と
決
定
さ
れ
た
大

・
観

飢
小
三
経

の
法
義
を
組
織

的
に
明
に
し
、
法
然
圭
唱
の
漂
土
門

の
教
義
を
完
成
す
る
と
云
う
傾
向

に
於
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

然
も
な
お
、
覗
野
を
展
開
す
る
な
ら
ば
、
法
然
滅
後

の
法
然
讃
仰
者

な
る
眞
言
の
輔静
遍
の
如
き
が
健
保
六
年
に

「綾
選
揮
文
業
犠要
妙
」
を
+者

し
て
、
法
然

の
選
探
本
願
念
佛
義
を
密
教
的
に
顯
揚
す
る
の
に
注
目
せ

し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
師
が
な

お
健
保
三
年

(
1
2
1
5

)
に
そ
の
密

藪
教
學
理
解
を
髄
系
的
に
示
す

「秒
宗
文
義
要
」

五
巻
を
著
し

「
果
」

「
理
」
「教
」
「
行
」
「
心
」
の
組
織

を

以
て
密
教
關
係
諸
文
類
を
類
聚

し
そ
の
理
解
を
艦
系
的
に
明
に
さ
れ
る
如
き
著
[を
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
も

注

意

せ

し
め

ら

れ

る

の

で
あ

る
。

そ

れ

は

秘
密

事
相

の

心
騰

験

に

重

黙

を

お

き
書

か

れ

た

も

の
と

了
解

さ

れ

る

の
で

あ

る

が
、

そ

の

文
類

聚

の
形
式

に

よ

つ
て
そ

の
)堕教
學

を

磯

系

的

に
示

さ

れ

る

こ
と

が
如

何

に

も

親
鷺

の

「
教

行
信

謎

」

に
先

駆

す

る

如

き
形

式

の
も

の
で

あ

り
、

そ

の
よ

う

な

も

が

當

時

既

に
出

さ

れ

く

る

一
般

的

傾

向

に

あ

つ

た

こ

と
、

更

に

そ

れ
は

當

時

の
中

國

宋

代

の

「
樂

邦

文

類

」

(
A
.B
」

2
0
0
年

刊
行
)

等

の
傾

向

に
闘

蓮

し
、

そ

こ

に

は

鶏
鷺

の

よ

く

用

い

る

元

照

(
-
1
1
1
6
)
 の

観
経

疏

」
「
阿

彌
陀

経
-疏

」
 叉

は

瓢遵
式

(
1
0
32
)
 の

「
往

生
澤

土
決

疑

行

願

二
門

」
,
 西
方

略
傳

序

」

等

に

示

さ

れ

る

如

き

諸

傾

向

に
ま

で
も

つ
な

が

つ

て
ゆ

く

も

の
か

と

も

思

惟

さ

れ

て
く

る
意

味

に
於

て
、

そ

の
邊

一
般

的

に
廣

く
當

時

の
佛

教
著

作

の
傾

向

が

注

目

さ

れ

て
く

る

の

で
あ

る
。

1
 
親
鷺

の

「
選
梶
集

」

へ
の
注
意
は

「
行
巻
」
引
謹
丈

「
正
信
偶
」
、
「
化

巻
」
末
後
序
、

「
銘

丈
」

及
び

「
源
空
和
讃
」

に
顧

み
れ
ば
推
測

さ

れ

る

が
、
選
撰
本
類

の
稻
名
念
佛
と
云
う

こ
と
と
共
に
そ

の
三
心
章

の
信
に
向

け
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。

2
 
拙

著

「
日
本
浮

土
教

の
研
究
」
第

二
篇
以
下
、
拙

論

「
教
行
信
讃
成
立

期

の
法
然
教
團
の
謝
劃
行
」
(
眞
宗
學

三
號
)
滲
照
。

五
 

成

立

過

程

の

推

測

教
行
信
謹

の
威

立
問
題
暫
(
石

田
)
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教
行
信
謹
の
成
立
間
題

(石
 
田
)

以
上
め

よ
う
な
諸
考
慮

よ
り
し

て
、
最
後
に
、
「教
行
信
謹
」

の
成

立
過
程
を
親
轡
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
に
、
次
の
よ
う
な
経
過
が
推
測

さ
れ
て
く

る
。
勿
論
そ
れ
は
極
め
て
試
論
的
な
憶
測
に
堕
す
る
と
も
考

え
ら
れ
る
難
が
多
い
の
で
は
あ
る
が
。

先
ず
第

一
に
、
法
然
門
下
時
代
以
後
三
十
五
才

(
12
0
7)
流
罪

よ
り

四
十
才
過
ぎ
に
亘
り
念
佛

一
行
の
實
践
に
當

つ
て
の
信
追
究
が
深
め
ら

れ
始
め
て
い
る
こ
と
を
推
測
し
た
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
恵
信
文
書
に

示
さ
れ
る
四
十
二
才
頃
の
三
部
経
千
部
護
諦
屡
止
の
記
事
等

「
教

テ

ヲ

ス

ニ

行
信
謹
」

の
後
序

「
棄
二雑
行
一分
瞬
二
本
願
一」
等
参
考
ー

に
よ
る
の

で
あ
る
が
、

そ
こ
に
は
後
に

「
教
行
信
讃
」
に
確
立
さ
れ
て
く
る
眞
門

法
義
簡
別

の
内
的
な
端
緒
を
示
さ
れ
て
い
る
か
と
も
推
測
が
蓮

ば
れ

る
。
こ
の
頃

よ
り
以
降
所
謂
現
存

の

「観
経
彌
陀
経
集
註
」

の
如
き
も

の
が
爲
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
、
そ
の
四
十
五
才

(
12
1
7)

な
る
健
保

五
年
に
仁
和
寺
か
と
推
測
さ
れ
る
或
貴
所
よ
り
兵
言

の
静
遍

が
見
出
し
た
と
云
う

「般
舟
讃
」
を
善
導
の
諸
著

(善
導
諸
著
は
A
.
D
.

12
1
3よ
り
A
.
D
.
1
2
3

2い

年
頃
に
亘
り
幸
西
門
弟
出
版
、
三
部
輕
は
1
2
14
に

出
版
す
る
が
)
の
中
で
は
特
に
出
さ
ず
、
又

「樂
邦
文
類
」
(
1200
年
刊

行
)
を
朱
書

し
、
元
照

の

「小
経
疏
」
文
を
出
し
、
二
観
経
疏
」

の
三

心
繹
文
等
を
詳
引
す
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
が
、
後
の

「教
行
信
謹
」

(
1
)

の
材
料
蒐
集

の

二
端

に
寄
與
し
た
か
と
も
推
測
さ
れ
る
。

か
よ
う
な
経
過
の
中
に
次
に
第
二
に
そ

の
四
十
五
才
頃

(愚
禿
鉛
に

引
か
れ
る
般
舟
讃
の
嚢
見
等
に
注
意
す
る
竜
の
で
あ
る
が
)
以
降
、

現
行
、

(
2
)

「愚
禿
妙
」
上
下
二
巻
に
示
さ
れ
る
如
き
内
容

の
原
始
形
態
が
漸
次
成

立
せ
し
め
ら
れ
て
き
た
か
と
推
察
さ
れ
る
。
法
然
教
義
と
の
關
係
に
於

て
見
出
す
と
、
そ
の
上
巻
に
は
大
髄
上
述
の
如
く

「
選
揮
集
」
を
承
け

て
教
行
謎

(信
竜
含
む
が
)
の
法
義
を
明
し
、
下
巻

に
至

る
や
、
か
の

三
心
章

の
如
き
を
承
け
所
謂
善
導

の
「観
経
疏
」
三
心
繹

に
よ
る

「信
」

追
究
に
ょ
つ
て
の
要
眞
弘
三
門
法
義

の
鮮
明
化
よ
レ
す
る
教
行
謎

の
法

義

の
積
極
的
な
解
明

へ
の
動
向
が
注
目
さ
れ
て
く

る
。
「愚
禿
砂
」
は

大
髄
奥
書
に
よ
れ
ば
可
な
り
後

の
製
作
の
如
く
で
あ
る
が
、
奥
書
よ
り

し
て
上
下
爾
巻
同

一
年
月
口
づ
け
の
書
と
な
つ
て

(常
樂
壷
存
箆
本
参
、

高
田
顯
智
本
に
は
下
巻
奥
書
な
し
)
お
る
如
き
、
そ

れ
が
そ

の
製
作
の
年

月
な
る
や
疑
わ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、

内
容
的
に
見

て
、
要
弘
相
封
中
心

の
綱
格
に
立
ち
眞
門
を
僅
に
出
し
て
く
る
と
云
つ
て
形
態
を
採
る
も
の

で
、
そ
の
邊
、
特
に
そ
の
原
始
形
態
と
も
推
測
さ
れ
る
も

の
は
、
「教

行
信
謎
」
(要
眞
弘
三
門
相
封
の
綱
格
)
成
立

へ
の

一
過
渡
期

を
示
す

一

模
型
で
あ
る
か
と
も
思
惟
さ
れ
る
の
で
、
上
述
の
如
く
推
測
し
嘘
の
で

あ
る
が
、
そ
こ
に
示
さ
れ
る
信
追
究
の
理
解
の
仕
方
が
、
よ
り
始
源
的

(
3
)

に
は
、
現
存
の
法
然
の
法
語

な
る

「
三
部
経
大
意
」
(金
澤
丈
庫
藏
、
高

田
專
修
寺
親
鷺
眞
蹟
藏
)
の
如
き
に
關
係
深

く
湖

つ

て
注
意

さ
れ
、
更

に
、
か
よ
う
な
信
追
究
に
よ
る
念
佛
義

の
解
明
の
傾
向
が
、
時
期
を
阿

じ
く
し
て
は
、
上
に
言
及
し
た
よ
う
に
、當
時
の
製

作
と
見
ら
れ
る
隆
寛

の

「貝
三
心
義
」
(
A
.
D
.
」
1
2
1
1
作
)
・
「極
樂
澤
土
宗
義
」
(
S
.
F
.

」
1220

作
)
、
聖
畳
の

「唯
信
釦
」
(
A
.
D
 
1
2
2
1

作
)
、
幸
西

の

「玄
義
分
抄
」
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(
A
.
D
)
.
1
2
1
8
)
、
諮

室
の

「灘
蜘門
艶我
」
(
A
.
D
.
P
N
2
1
-
1
2
2
4
作
)

等
に

亘
る
全
般
的
な
諸
傾
向
と
軌
を

一
に
す
る
こ
と
に
於
て
極
め
て
關
係
深

見
出
さ
れ
る
こ
と
を
注
意
し
て
お
き
た
い
。

か
よ
う
に
し
て
第
三
に
位
置
せ
し
め
ら
れ
て
く
る
の
が
、
そ
の
五
十

二
才

(
1224
元
仁
元
年
)
頃
以
降
に
な
る
か
と
思
わ
れ

る
教
行
護
文
類

の
綱
格
を
中
心
と
す
る
諸
経
論
繹
文

の
「
教
」
「
行

(
信
を
含
む
)」
「謹
」

「眞
佛
」
「化
身
土

(信
を
含
む
)」
に
分
つ
三
経
三
願
三
門
髄
系
分
類
の

極
め
て
原
始
的
な

「
教
行
信
護
」
成
立
の
第

一
歩
で
あ
る
か
と
推
測
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
法
然
の
教
行
謎
よ
り
親
轡

の
教
行
信

謹
へ
の
展
開
過

程
上
に
於
て
、
然
も
上
の
第

一
、
二
の
立
揚
を
承
け
て
の
所
謂

「教
行

信
謎
」
成
立

へ
の
第

一
歩
を
か
く
み
る
こ
と
は
穏
當
を
風献
く
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
追
究
さ
れ
る

「信
」

の
内
容
は

「行
」
の
内
容
を
解
明
す
る

も
の
と
し
て
、
特

に
最
初
は

「行
」
に
附
し
て
-
勿

論
そ
れ
は
兵
假

に
亘
る
が
-
組

織
化
さ
れ
て
い
つ
た
の
で
な
か
ろ
う
か
。
現
行
坂
東

本
に
み
る
如
く
最
後
ま
で

「
教
行
謹
」

の
総
題
を
も
ち
、
又
坂
東
本

・

文
明
本
等

の
行
巻
の
尾
題
に

「教
行
謹
文
類
」
と
題
す
る
痕
跡
を
淺
す

如
き
、

そ
の
邊
の
浩
息
を
物
語
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
如
何
で
あ
ろ
う

か
。
(以
上
第
三
の
㈲
)
。

然

る
に
、
か
よ
う
な

「
教
行
謹
文
類
」
綱
格
の
原
始
的
な
分
類
は
、

-
そ

れ
は
現
行
の

「浮
土
文
類
聚
砂
」

の
内
容

の
如
き
と
の
關
係
よ

り
潮

つ
て
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
-
そ

の
後
漸
次
、
そ
の
各
分
類

の
私
繹

の
擾
充
、
「行
」

に
附
さ

れ
た

「信
」
(眞
假
に
亘
る
が
)
内
容

-
三

心

一
心
問
答
部
の
如
き
内
容
-
の

充
實
を
計
ら
れ

る
に
至

り
、
寛
喜
二
年

(
1
2
3
6

)
五
十
八
才
頃
以
降
の

「唯
信
紗
」
(十
七
。十
八

願
の
關
係
三
心
繹
等
注
意
)
の
書
宣
側
、
文
暦
二
年

(
1
2
3
5

)
六
十
三
才
童
日宣
側

唯
信
紗
の
反
封
面
に
見
ら

れ
る

「
五
會
法
事
讃
」
「
浬
繋
経
」
要
文
の

抄
出
書
爲
等

(高
田
專
修
寺
藏
)
は
相
待

つ
て
、
経
論
繹
文
の
補
充
、
行

信
關
係
内
容
の
整
備
を
な
す
に
至
ら
し
め
、
そ

の
六
十
才
前
後

の
頃
ま

で
に
、
若
し
略
抄
す
る
な
ら
ば
現
行

「
浮
土
文
類
聚
紗
」
の
原
始
型
と

で
も
見
徹
さ
れ
得
る
如
き

「
教
行
読謹
文
類
」
綱

格
の
も
の
を
成
立
せ
し

(
4
)

め
ら
れ
る
に
至
つ
た
の
で
な
か
ろ
う

か

(
以
上
第
三
の
㈲
)
。浮
土
文
類

聚
紗
」
は
上
述
の

「
愚
禿
紗
」
と
同
様
建
長

年
八
十
三
才
の
書
爲

で

あ
る
が
、
そ
の
内
容
の
文
章
用
語
等
は
全
般
的

に
現
行
坂
東
本
の
如
き

も
の
と
は
以
前
の
作
で
あ
る
と
見
る
が
穏
當
で
な
か
ろ
う
か
と
推
測
さ

れ
、
建
長
七
年
書
憲
頃

の
多
少

の
補
筆
等
が
あ

る
か
も
知
れ
な
い
が
、

そ
の
原
始
型
は
大
膿
現
行
坂
東
本
以
前
と
考
え
た
い
の
で
あ
る
〇
然
し

て
、
な
お
當
時
浮
土
教
界

一
般
と
し
て
は
嘉
緑

の
大
迫
害
後
で
、
肥
後

に
あ
つ
た
辮
長
が

「
末
代
念
佛
授
手
印
」
(
A
.
D
.
1
2
2
8
)
、
「
徹
選
揮
本

願
念
佛
集
」
(
A
B
」
2鴇
)
等
を
著
し
て
、
當
時
京
都
に
あ
つ
た
源
智

の

「
選
揮
要
決
」
(
A
.U
.
1
2
3
5
-
1
2
3
7

い
。
。頃)
の
如
き
と
呼
鷹
し
て
異
義

多
き
を
歎
い
て
多
念
專
修
を
圭
張
し
、
京
都
に
て
當
時

「観
経
疏
他
筆

紗
」
(
-
A
.
D
.
1
2
3
5
)
等

を
講
じ
つ

あ
つ
た
謹
、室
の
他
力
念
佛
義
や

信
中
心
の
一
念
義
系
の
圭
張
に
封
し
、
漸
時
そ

の
勢
、力
を
伸
長
し
よ
う

と
し
て
お
り
、
長
西

(1
儲翰ひ笛)
等
叉
漸
次
諸

行
本
願
義
的
な
圭
張
を

教
行
信
墾
阻
の
成
立
問
頴
戸
(
石

田
)
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教
行
信
謹
の
成
立
問
題

(
石
 
田
)

張
調
し
て
く
る
如
き
歌
況
下
に
あ
つ
た
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
然
も
亦

更
に
こ
の
頃
前
後
親
鷺
の
關
東
よ
り
の
節
洛
等

の
問
題
も
拘

つ
て
考
え

ら
れ
て
く

る
の
で
あ
る
が
。

い
ず

れ
に
せ
よ
、
か
よ
う
に
し
て
最
後
、
第
四
に
、
六
十
才
過
よ
り

そ
の
七
十
才
頃
ま
で
に
至
る
間
に
、
先
ず
最
初
頃

に
は
上
の

「
教
行
信

謹
文
類
」

へ
の
諸
経
論
繹
文
の
補
充
改
訂
整
理
-

現
行
坂
東
本
の
断

片
部
等
参
照
-

「信
」
「
化
」
爾
下
相
鷹
じ

て
の
三
心

一
心

一
異
問

答
部
等

の
整
備
よ
り
始
ま
り
、
そ
の
後
行
巻
の
六六
字
繹
よ
り

一
乗
海
繹

(
5
)

等

の
充
實

(
以
下
本
誌
二
巻
二
號
小
川
教
授
研
究
滲
照
)
等
が
・漸
次
な
さ
れ

て
ゆ
き
 
(
以
上
現
行
坂
東
本
八
行
書
部
の
大
部
分
の
成
立
を
意
味
す
る
)
、
そ

の
後
期

に
は

「信
」
下
の
大
信
海
繹
よ
り
、
菩
提
心
繹
直
佛
弟
子
繹
等

の
大
補
充
が
あ

つ
て

(現
行
坂
東
本
の
宿
紙
等
を
用
い
る
八
行
書
新
形
丈
字

使
用
の
部
分

へ
の
書
攣
え
補
充
)
「信
巻
」
の
猫
立
と
な
り
、
そ
れ
は
七
十

三
才
頃

ま
で
に
亘

つ
て
の

「教
巻
」
・
「
行
」
・
「信
」
爾
巻
初
部
の
整
備

(現
行
坂
東
本
七
行
書
部
分

の
浮
書
整
備
)
「
信
巻
」
別
序
、
絡
序
の
完
成

と
な
り
、
寛
元
五
年
二
月
、
そ
の
七
十
五
才
の
年
に
奪
蓮
が
書
爲
す
る

頃
ま
で

に
は
大
膿
現
行
坂
東
本
の
原
型
を
形
成
す

る

に
至
り
、
所
謂

「
教
行
信
謎
」

の
成
立
と
な
つ
た
と
推
・察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
蓋
し
、

現
行
坂
束

本
が
、
そ
れ
自
騰
の
示
す
内
容
形
式

の
み
な
ら
ず
、
更
に
高

田
本

・
西

本
腰
寺
本

・
存
畳
延
書
本

・
常
樂
豪
存
畳
爲
本

・
文
明
本
等

(
6
)

の
諸
古
爲

本
に
比
較
槍
討
さ
れ
る
揚
合
、
そ
の
七
十
五
才
頃
以
後
な
お

改
訂
頭
註
浮
書
等
が
加
え
ら
れ
つ

あ
つ
て
、
な
お
よ
り
完
成
を
期
待

さ
れ
て
い
た
も
の
な
る
こ
と
は
容
易
に
推
測
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

か
よ
う
に
し
て
、
要
す

る
に

「教
行
信
謹
」

の
成
立
は
、
「
信
」
の

追
究
を
絡
始
に
亘
る
基
本
的
な
立
揚
と
す
る

「
行
」
の
實
践
的
意
義

の

究
明
、
「信
」
髄
験
追
究
に
よ
る

「行
」
を
中
心
と
す

る

「教
行
詮
」

の
意
義

の
解
明
と
云
う
展
開
の
進
展

に
於

て
、
「教
行
謹
文
心類
」

よ
り

「教
行
信
謹
文
類
」

へ
の
成
立
を
見
る
に
至
つ
た
と
推
考
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
從
つ
て
、
現
行
坂
東
本
以
下
に
見
出
さ
れ
る
如
き

「信
巻
」

の

完
成
猫
立
は
可
な
り
最
後
期
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
か

よ
う
な
成
立
過
程
を
も
つ
故
、
最
後
ま
で

「教

行
護
」
の
三
法
立
題
で

以
て
そ
の
総
題
と
し
、
然
も
そ
の
内
容
は

「教

行
信
謹
」
の
四
法
構
成

を
以
て
さ
れ
る
に
至
つ
た
も
の
と
思
惟
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
か
よ
う
な

意
味
よ
り
し
て

「信
巻
」
別
撰
等
の
課
題
は
そ
の
解
明
の
爲
可
な
り
複

雑
な
究
明
の
内
容
交
渉
を
持
た
し
め
ら
れ
な
く

て
は
そ
の
解
明
の
十
全

を
期
し
が
た
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
如
何
で
あ

ろ
う
か
。

以
上
極
め
て
杜
選
な
然
も
憶
測
的
な
叙
述

に
終
始
し
た
が
、

一
鷹

「教
行
信
誼
」
成
立
の
動
向
を
試
論
的
に

一
考

し
て
み
た
も
の
に
外
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
邊
諸
賢

の
叱
正
を
得

ん
こ
と
を
期
待
す
る
も

の
で
あ
る
。

1
 
坂
康
本
教
行
信
謹
の
信
巻

(
現
行
信
巻
本
末
尾
引
用
)
引
用

の
元
照

「小
纏
疏
」
四
丈
は
大
艦

「観
経
彌
陀
纒
集
註
」
の
小
純
丈
末
尾
に
記
す

る
所
よ
り
引
き
し
竜
の
か
と
、
そ
の
引
用
形
態
よ
り
特
に
推
測
さ
れ
る
。
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2
 
村
上
氏

「
改

訂
愚
禿
抄
講
義

」
、
安
井

氏
論
丈

(
大

谷
學
・一報

十

二

巻

二

號
)
、
土
山
氏
論
交

沿
同
上
十
四
巻
,
 
三
號
)
、
梅
原

氏
論
丈

(
眞
宗
研
究

九
、

十
號
)
、
禿
氏
氏
の

「
行
信

の
髄
系

的
研
究
」
(
P
.
1
3
7
)
等

滲
照
。

3
 
観
経
疏
散
善
義

の
三
心
槻
を
総

(
自
力

)
、
別

(
他
力
)

二
意

で

も

つ

て
理
解
す

る
こ
と
等
滲
照
。

4

「
浮

土
丈
類
聚
抄
」
と

「
教
行
信
誰
」

と

の
比
較
で
は
、
前
者

の
信
下

に

「
除
疑
獲
得
之
紳
方
、

長
生
不
死
之
妙
術
」

と
あ
り
、
後
者

に

「
長
生

不
死
之
神
方
、
析
澤
厭
繊
之
妙
術
」

と
あ
る
如
き
に
よ
る
竜
、
そ
れ
は
元

照

の

「
小
経
疏
」
序
分

に

「
除
疑
捨
障

之
紳
方
、

長

生
不
死
之
要
術
」
と

あ

る
に
よ
る
と
推
測

さ
れ
、

そ
れ
は

「
丈
類
聚
抄
」

を
先
き

の
撰
述
と
見

る
べ
く
考
え

し
め
る
こ
と
等
参
照
。

桐
渓

氏
論
丈

(
眞
宗
學

九
)

生
桑

・

山

口
。
岩

田
諸
氏
論
文

(
六局
田
學
」報

六六
・
八

・
三
五
)
 等
滲
照
。

5
 
(
イ
)
早

き
時
代

の
書

爲
と
さ
れ
る

「
観

小
爾
纏
集
註
」

に
教
授

の
指
摘

さ

れ
る
新

文
字

を
使

い
観
経
本
丈
中

に

「
廻
向
」

と
記
し
、

小
纏

本
文
末
尾

で

「
悪
」
(
蓉
)
。
「
悪
」
(
新
)

の
爾
者
を
同
時

に
使
用
す

る
如
き
如
何

に

思
惟

す
べ
き

で
あ
ろ
う
か
。

回
教
授

の
指
示

に
よ
る
親
鷺
七
十
歳
頃

か
ら
七
十

四
歳
頃

に
亘
る
間

の

筆
蹟
憂
化

の
度
合
は
そ
、の
期
間
に
比
し
飴

り
激

し
す

ぎ
は
し
な

い
で
あ
ろ

う
か
。
今
は
前
後

二
十
箇

年
以
上

に
亘
る
と
考
え

た

の
で
あ

る
が
。

6
 
行
巻

(p
.
2
右
)
如
來
會
丈
下

の

「
誰
」

の
字

の
註

(
坂
本
七
行
書

の

所
)
、
同
論
註
丈
(
同
p
.
1
4
-
p
.
1
5
)の

「
督
」
「
命
」
「
稚
」

の
註
等

(
坂
本

八
行
量
目
の
所
)
は
坂
本
、

西
本
は
頭
註

な
る
に
、
高

田
本
、

存
箆

本
、

丈
明
本
は
共

に
敏
く
如
き
、

そ

の
他
化
巻
眞
門
下

(p
.2
5
左
)
の
禮

読讃

の

「
智
目
升
 法
師

し
等

の
註
は
坂
本

西
本
頭

一註
・ど
な
り

(
坂
本
七
行
童
臼)
、

高
田
本
、

丈
明
本
等
敏

き
、

現
行
諸
版
本

位
置

を

誤

る
如

き
、

叉
行
巻

ト
な
ム

サ

ム

ノ

ヤ
ク

(
p
.
5
左
)
悲
華纒
下

「
曇
無
識
三
藏

諜

」
が
高
田
本
、

ツ
タ
ヘ
タ

フ
ト
ナ
リ

丈
明
本

の
示
す
所

で
、
西
本
も
そ
れ
に
近

い
が
、
坂
東

(
七
行
書
部
)

に

は
全
く
か

る
邊
黙
が
な
き
如
き
彼
此
考
察

の
こ
と
。

教
行
信
誰

の
成
立
問
題

(
石
 

田
)

-33-


